
令和３年度　入札監視委員会議事概要

九州防衛局

令和３年６月３０日（水）　福岡第２合同庁舎１０階　共用打合室４

牧角　龍憲 （大学名誉教授） 松藤　泰典 （大学名誉教授）

諏佐　マリ　（大学准教授） 柴田　祐二 （公認会計士）

德永　響 　 （弁護士）

Ⅰ　地方防衛局等が発注する建設工事等に関する審議

 令和２年１０月１日　～　令和３年３月３１日

２００ 件

 １．入札状況について（入札参加資格の設定及び落札者決定の経緯等について）

４ 件 （審議概要）

一 般 競 争
（ 政 府 調 達 協 定 対 象 ）

１ 件

一 般 競 争
（政府調達協定対象外）

１ 件

随 意 契 約 １ 件

１ 件

○  【建設工事等発注実績について】

　　　特に意見なし

○  【指名停止の措置状況について】

　　　特に意見なし

 【談合疑義案件情報について】

　　　該当案件なし

 【低入札価格調査情報について】

　　　特に意見なし

回　　　　　答

建
設
工
事

 １　建設工事等発注実績について
 ２　指名停止の措置状況について
 ３　談合疑義案件情報について
 ４　低入札価格調査情報について
 ５　抽出事案について

建設コンサルタント業務等

開 催 日 及 び 場 所

委 員

審 議 対 象 期 間

審 議 対 象 件 数

抽 出 件 数

意　見 ・ 質　問

委員からの
意見・質問

それに対する
回答等
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○  【抽出事案について】

○ 　建設コンサルタント業務等

・企画競争方式をどのように行ったの
か、制度について説明してください。

（企画競争の手続きの流れを説明）

２ 〔佐世保米軍(2)立神港区汚水処理
施設新設工事〕

　一般競争（政府調達協定対象）

回　　　　　答

１ 〔新田原(2)庁舎新設建築その他設
計〕

意　見 ・ 質　問

委員からの
意見・質問

・秘密保全の確認はどのように行ってい
るのですか。

・参加業者から提出された作業計画書
をもとに、資料及び図面、現場等の管
理体制、機器の持ち込み制限、電子情
報の保全体制、秘密保全教育の実施
体制、保全事故に対する報告体制等、
秘密保全上支障がないかを確認してい
ます。
　なお、参加業者が複数の場合は、保
全対策が最も優れた者を契約候補者と
しています。

・参加業者が１者しかいない場合、その
業者の点数が何点でも問題ないと判断
するのですか、また、作業計画書にお
いて評価項目を１つでも満たしていな
い場合は秘密保全上支障があるのでは
ないですか。

・秘密保全に関する訓令に基づき適切
な保全がなされることは確認しています
ので、秘密保全上支障はありません。

それに対する
回答等

・本件は安全保障に係る工事ということ
ですが、参加者を制限するためにどの
ようなことを行いましたか。

・参加資格としては、同種実績を、国内
実績に限るものとしています。
　また、入札公告等の官報掲載は行わ
ず、掲示及びホームページ掲載のみと
しています。

・官報掲載を行わず、かつ、国内にお
ける実績を求めることで、参加者の制限
を図り、契約相手方の信頼性が確保で
きると考えます。

・基準額以上でありながら官報に掲載し
ないのは、局独自の判断なのですか。

・「安全保障に係る建設工事等の一般
競争入札等の実施について」（本省通
知）に基づき行っています。

・企画競争だけではなく、プロポーザル
方式も同様なのですが、何点でも問題
ないという訳ではなく、最低何点以上、
どの項目を満たしておかなければなら
ない等のボーダーラインが必要だと思
われます。

・どのような効果が期待されるのです
か。
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○ 委員からの
意見・質問

○ それに対する
回答等

　なし
委 員 会 に よ る 意 見 の
具 申 又 は 勧 告 の 内 容

・見積依頼業者をどのように選定したの
か説明してください。

・随意契約を行う場合は、なぜ随意契
約方式によることになったのか、また、ど
ういう経緯で契約相手方を選定したの
かを明確にしておく事が重要だと思い
ます。

３ 〔佐世保(2補)隊舎新設電気その他
工事〕

　一般競争（政府調達協定対象外）

・低入札となった経緯について説明して
ください。

・入札後に実施した低入札価格調査に
おいて、当該金額で入札した理由を業
者に確認したところ、本工事と他の案件
に係る資材を共同購入することにより安
価に購入することが可能だったため経
費を抑えることができ、また、本工事の
開始時期と既に受注していた工事の終
了時期のタイミングがよかったため、配
置予定技術者を容易に確保出来たとの
ことでした。
　したがって、資材を安価に購入でき、
技術者の確保が容易であったため、受
注したいとする同社の思いが重なり低
入札となったものと思慮します。

４ 〔高良台(2)災害復旧工事〕

　随意契約方式

・見積依頼業者の選定条件として、
①土木一式工事の格付を受け九州防
衛局に参加を希望している。②被災箇
所における維持修繕工事の実績があ
る。③福岡県内の公共機関との災害協
定を有する。④施工の確実性。
と設定されていますが、当該業者は全
て満たしているということですか。

・当該業者は条件を全て満たしていま
す。

・選定条件を満足していることを踏まえ
て、平成３０年度にも同地域の復旧工
事を実施していたため、施工の確実性
という観点から、現地の土質及び周辺
の状況を熟知している当時の受注業者
を見積依頼業者として選定しており、こ
れらの選定経緯も明確にしております。

意　見 ・ 質　問 回　　　　　答
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 ２．談合疑義案件の処理状況について

０ 件 （審議概要）

談 合 情 報 ０ 件 　なし

点 検 結 果 疑 義 ０ 件

談 合 情 報 ０ 件

点 検 結 果 疑 義 ０ 件

○ 委員からの
意見・質問

　なし

○ それに対する
回答等

　なし

 ３．入札結果の事後的・分析結果について（公正入札調査会議への報告内容の確認等）

 ・ 契約件数と落札率、応札率の分析

 ・ 契約件数と一位不動・順位不動の分析

 ・ 低入札、不調、不成立事案の分析

○ 委員からの
意見・質問

○ それに対する
回答等

　なし
委 員 会 に よ る 意 見 の
具 申 又 は 勧 告 の 内 容

談 合 疑 義 件 数

委 員 会 に よ る 意 見 の
具 申 又 は 勧 告 の 内 容

工
事

業
務

審　議　概　要

意　見 ・ 質　問 回　　　　　答

・令和２年度第２四半期に６件の不調事
案が発生しているが、その後、どのよう
な措置を行いましたか。

・２件については、見積活用方式の対
象とする工種の範囲を拡大し、再公告
を行いました。また、４件については、
自衛隊における感染症拡大の防止を
目的とした補正予算であることを最大限
考慮し、契約中の他工事の受注者と協
議を行い、変更契約を行いました。

回　　　　　答意　見 ・ 質　問

－4－


